
























































































固有財産法施行令の一部を改正する政令（110) 4 . 1 
日本学校給食会法施行令の一部を改正する政令








を改正する訓令（文部21) 4 . 7 
人事に関する権限の委任等に関する規程の一部
を改正する訓令（同23) 5 . 6 
文部省定員細則の一部を改正する訓令（同24) 5 . 31 
規 則
非常勤職員の給与の一部を改正する規則 （人事
院9 -1 ) 4 ・ 1
俸給の調整額の一部を改正する規則（同9-6) 4 . 1 
採用試験の一部を改正する規制（同 8 -18) 
5 . 14 
俸給の特別調整額の一部を改正する規則 （同 9
-17) 5 ・14













第 1条 学生は， 専門教育科目として別表（1）の定めるとこ







昭和46年4月・ 5月号 み弘一チ 報 第137号
（経済学専攻科 ｝
第3条 専攻科の学生は， 8JJ表（2）の定めるところにより，
必修科 目 18単位． 選択科 目 12単位以上， 合計30単位以上
を修得しなければならない。










単 位 数 ｜ 系 ｜ 空：
必修 ｜ 選必 ｜ 選択 ｜ 列 ｜ 百授 業 科 目





経 ｜ 経 済 史 総 論
済｜ 西 j羊 経 済 史
史｜ 日 本 経 済 史


























財 政 政 策 論
貨 幣 及 び 金 融 J命
�＼ 
学学一学





























































































































































商法III （海商・保険） ｜ 
経 済 法 i
労 働 法l
社 会 学 原 理1 ; 
社 会 心 理 学 i I 
習t 4 i 
業 論 文！ 6 i 











別 表第3 中 ， 工学部電子工学科の総定員 欄 中 「120名」 を
「160 名」に ， 合計の総定員 欄 中「3 ,650名」 を 「3 ,690名」に 改













昭和46年 4この学則 は ， 昭和46年 5 月 21 日 か ら地行 し ，
月 1 日 か ら適用 す る 。
富山大学文理学部規則の一部改正
富山大学文理学部規則jの一部 を 改正 す る 規則 を次の よ う に
制定す る 。




財政 学 特 殊 問 題
貨幣及ぴ金融論特殊問題
景 気 論
統 計 学 特 殊 問 題
各 国 経 済 事 情
株 式 会 社 経 営 論
公 企 業 経 営 論
経 営 組 織 論





管 理 会 計
会 計 組 織 論
会 計 学 特 殊 問 題
原価計算特殊問題
民 商 法 特 殊 問 題
経 済 法 特 殊 問 題
労 働 法 特 殊 問 題
演 習










次の よ う に 改正す る 。
第 5 条第 2項 中「別表」を「思IJ表（ 1）」に改め る。
第8 条 中 「取得」を「修得」に 改め る 。








専 攻科に関 し て は ， 学則 に定め る も ののほ か ，
の 条 項に よ る 。
専攻科学生 は ， 別 表（ 2）に定め る 授業科目につい て， 必
修科目20単位お よ び選択科目10単位以 上 ， 合計30単位以
2 4 
6 
上 を 修得 し な け ればならない。
別 表 中 「 文学科」 を
「 別表（1 )
富山大学学則の一部改正




昭和46年 5 月 21日 」 に，
同 表 中 理学科の項 ， 物理学専攻課程の自由選択科目の 欄
中 「取得」 を 「修得」に改め る。










代 数 学 特 別 講 義
幾 何 学 特 別l 講 義
位 相 数学特 別 講 義
解析 学特別 講 義 I
解析 学特 別 講 義II
数理 統計 学特別 講 義
応用解析学特別 講 義
計算 数学特別 講 義
数 学 特 別 講 究
国 体 物 理 学特 論 I
固 体 物 理 学特 論I
素粒子 物 理 学特論I
素粒子 物 理 学特論II
結 晶 物 理 学 特 論
量子 エ レ ク トロニ ク ス特論
理学専攻科授業科目および単位激
授 日科業専攻課程 名
に改正 す る 。
第13 条第 1 項 中 「 履修取得」 を 「 修得」に改め る 。











「理 学 専 攻 科 理 学 専 攻
教 育 専 攻 科 教 育 専 攻
経済学専攻科 経理 経営専攻」














「理 学 専 攻 科 理 学 専 攻 10名
教 育 専 攻 科 教 育 専 攻 5 名
経済学専攻科 経理 経営専攻 10名」
第61 条 中 「履修取得」 を 「修得」 に改め る 。
別 表第l 中 ， 工学部電子工学科の 講 座また は学科目欄 中










































！保健体育科体l n 育教育法I III G 
z I 保健体育科t健教育法I II 
保健体育｜体育科教キ















分子物 理 学特論 4 
ヰ寺 思り る晋 究 20 
構造化学特別講 義 I 2 
構造化学特別講 義 II 2 
構造 化 学特 別演習 2 
理 学 化学 反応、論 特別講義I 2 化学反応論特 別講義I 2 
課 物理 化 学特 別演習 2 有機化学反応論特別講義 2 
有機化学構造論特別講義 2 
学 手呈 有 機 化 学 特 別演習 2 
天然物化学特別講義I 2 
天然物化学特別講義II 2 
天然 物 化学特別演習 2 
る青 q九h• さ�，岡� 文 20 
専 機 ム目収E 青5 宵’也E、 学 4 
生 環 境 生 物 学 4 
系 統 学 特 毛日主間> 4 
ヰ勿 動物生理 学特論 4 生 物 化 A寸u－ー 特 モa号Z岡. 2 
攻 寸Aんー 植物生理学 特 論 4 
ft 謝 調 節 学 2 
課 細胞生 物学特論 4 
j宜 伝 5:': 特 両iτl附' 2 



















2 ti I l」を
πτ丁可 I i ! 
�II lzll I I 」に，「 ｜ 教育制
伊 ｜教 育 行 政 I 2 I ｜学校 保 健I2 I 









昭和46年4月・5月号 学 報 第137号
体 育 ・ 保 健 体 育 専 攻別表III
体 干守 論 ｜
体 育 ！京 理 I寅 習 ｜ 
体 育 史 概 論 ｜
体 育 心 理 学 ｜
f本育心理学j寅習及び実験I II I 
休 育 社 会 学 ｜
体育社会学演習I II I 
身 体 運 動 学 ｜
身体運動学I寅習及び実験I II I 
体 育 管 理 ｜
｛本脊管王聖j寅 習 I II I 運 動 論 ｜
舞 E雨 概 論 ｜
ー チ ン グ演習I II I 
社 会 体 育 ｜
ー シ ョ ン 論 I z 体 育 測 定 ｜I f本 操 ｜号 械 運 動 ｜
陸 k 競 技 ｜柔道 2－－ l I z 
有 三己主平；二 i斗l=Rl2問実 トー す－ーと一一七L 一 ： 卜：i1--
H: I ！＜.泳 I 4 ト 登 三二二m=i-2「ス キ ー ｜健一�f-- ；甘社己！片F[ F�－�--1L十与l=i 卜十ト→ぅ！ ト→�r｜ 発 計 J主一一L __ .?J一一
L一主一一一重一_l__ I一一」＿＿＿＿＿£
｜ 脳 生 月－ ''J'. 2 
:i I t� 孟引守＝$；�＼，
仕 1
｜ 精 神 衛 生 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
：…ゴ勺の�ttJ1'�12J保 健体育特別l 講義 I i z 
有一等 科 体 育 I ｜ 
































引必l�I ;Er選FEr位：業 干ヰ 目 ：！ 己2
； ； 己｝z
f lftト2
2 2 2 
_?_/ 2 2 2 
2 
2 2 2 ��2 2 2 2 2 2 
出店1主H え上LJul｝男男11 1 
t}1 I 1日2 可i － ti、 ．．． 也、，a－EF Jti一ti
�）＇ っとっu一つム
2 2 12 










: l 品校：： 1 中判交
教員献課程 ｜
語学校教員養成
： l 必 （ 選必 ｜ 必 ｜選必 （ 選 ｜ 第一類｜ 第二類科
2一一一十十－－－%物 す一一千十三ト長－�－·j長三－ � H 
-t萱ご-1---{E二；Z十？下！ 2 
事告.宅l 且十Fi:=L＝±寸十12円一γ ｜ －｜一 一一 一一 一 回一ID-tf�司王｜止i「 l
J；：：； ぺ日$ ! I, ＼ 一一 一一 一－


















2 2 2 栄養学・食品学・調理実習 2 2 
シ2
ワ臼 一 ？M 一 つ，“





























技 術 専 攻
開設 中学校教員養成課程 芸品み霊学科目 授 業 科 目 共 通 第一類 第 類 第 類単位 必 修 選必 ． 選 選必 選 必 選 必
図 学 2 2 2 製 図 機 械 製 図 2 2 2 
木 材 加 工 法
習
4 4 4 
工 実 2 2 2 
形 設計
寸。
・ 同 演習 2 1 1 1 1 
金属加工 工 法 2 2 2 工 実 習 2 2 2 
木 材 機 械 工 学 概 論 4 4 4 
工 業 力 学 2 2 2 
加 工 材 料 力 学 4 4 4 2 
機 構
機
学 2 2 2 
熱 関 2 2 2 
機 械 重量密演1］定 ・ 精密機械 2 2 2 
械 設 註
作
法 4 4 4 
械 工 法 2 2 2 2 
械 材 料 2 2 2 
堕
機
械 工 学 演 習 2 2 2 
械工学 実 験 ・ 実 習 2 2 1 
電電 気 工 学 概 論 4 4 4 気 磁 気 学 4 4 4 
電 気 回 路 2 2 2 
電 子 工 学 4 4 4 2 
電 気 電 力 機 械 4 4 4 
電 気 電 気 。計応 測 2 2 2 
電 力 用 2 2 2 2 
電
電
子 機 器 2 2 2 
気 工 学 演 習 2 2 2 
電電 気烹 工 学 実 習 2 2 1 工 学 実 験 2 2 2 
作
薮育 物 学
4 4 4 2 
培 学 4 2 2 2 2 
種 学 2 2 2 
園 芸 学 4 2 2 2 2 
畜 産 学 6 6 6 
飼扇 料 学 2 2 2 機 械 虫 害 防 除 論 2 2 2 
土 塁
産
肥 担造 学 4 4 4 
農 業 室雇啓 製R 学 4 4 4 品 化 学 2 2 2 
業 地 理 学 2 2 2 
農
作
業 経 営 学 4 4 4 
物 笠
実
実 験 1 1 
栽 培 学 験 実 習 2 1 1 1 1 
畜 産学
業
実 験 実 習 2 1 1 1 
農 実 習 2 1 1 1 1 
農 業 農 業 機 械 実 習 1 1 1 
農 芸 化 学 実 験 1 1 1 
産業概説 産 業 概 説 2 2 2 
職業指導 職 業 指 導 原 理 4 2 2 2 2 職 業 指 導
体f
の 技 術 4 4 4 
特設科目
技 史 2 2 2 
水 産 学 概 論 2 2 2 
商 業 概 論 2 2 2 
統 註積 学 3 3 3 盤｛放 分 分 学 4 4 4 一一
分物
方 程 式 論 2 2 2 
一 般 理 学 I II 4 4 4 
計 iM 法 2 2 2 
化 学 総 論 I nm 6 6 6 
生 物 学 総 論 I nm 6 6 6 
技 術 科 特 別～講 義 6 6 6 
34 10 10 24 2 
計 6 6 











中学 校 教 員 養 成課 程 養護学校教員養成課程
授 業 科 日 第 二 種
必 選 必 選 ，必 選 必
言 語 学 概 論 2 2 
英 語 音 声 学 4 4 2 2 
英 吾ロ五ロ 史 2 2 2 
英語学
英 文 法 4 4 2 2 
英 英 語 学 演 習 10 2 2 6 
圭口五口
英語学特 別講義 6 6 6 
英 文 戸十u.. 史 4 4 2 2 
学 米 文 今2 史 2 2 2 
英米文学 講 読 I 5 








英 米 文学演討 5 2 2 1 
英米文学特別滋義 6 6 6 
英 �込エ 話 5 2 3 2 2 5 
英会話及 英 �込＝ 話 II 4 
び英作文 ：英 作 文 I 5 2 3 2 2 5 
英 作 文 II 4 
特設科目
トーーーーーーーーー ーー－』ーーー』晶 d 晶ーーーーーー ー・ー －－ーーー宇 一←ーーーーーーーーーーーーー ー晶 ーー・ーー晶 一一一 ー
28 8 
6 14 8 
83 42 22 
別表W 特 殊 教 育 専 攻吋一類 口




必 i塾必 精薄児教育課程論 2 2 
特 殊 教 育 概 論 2 2 特 殊 教育演 習 1 1 
異常児 精薄児教育概説 2 2 臨 床 心 理 学 2 2 
教 育 清一言－%玄石尋一
ト一一
2 人 格 心 理 学 2 2 
日空 殊教育行政 2 2 異常児 幼 児 心 理 学2 2 2 
異 常 児 の 心理 2 2 の病理 児 童 心 理 学 2 2 
異常児 精 薄 児 の 心 理 2 2 精 神 病 理 学 2 2 
心 理 精薄児の心理演習 2 1 グループダイナミックス 2 2 6 異常児
心理 精薄児の診断演習 1 学 校保 健管理 2 2 
精薄児の心理学実験
1 1翁 生 ささ， 2 2 1 子ー
精薄児の病理・保健 2 2 救急処置及び看護法 2 2 
小児 精神医学 2 2 言
言口五口 t台 療 2 2 
異常児 教
士量玄 言干 ｛面
の病理 精 神 衛 生 2 2 
同 2 2 
2 特 吾f1. 平キ 目・保健 異常児の病理・保健演習 員1
2 2 
1 1 






















授 業 科 目 ｜ 単位数
専 攻 科 目
応 用 数 学 第 1
応 用 数 学 第 2
2 
2 
応 用 数 学 第 3
応 用 数 学 第 4
応 用 数 学 演 習
電気磁気学第l打よ び演習
電気磁気学第 2および演習
量 子 物 理 学
電 気 物 性 工 学
電気回路理論第1および演習
電気回路理論第2および演習

























































高 電 圧 工 学
原 子 力 工 学
伝 送 工 学
高 周 波 工 学
超 高 周 波 工 学
電 気 音 響 学
電 波 工 学
電子 演算工 学 第 1
電子 演算工学 第 2
交 換 工 学
電子計 測工 学第 l
電子計調lj工 学 第 2
シ ス テ ム 工 学
制 ii!［！ 工 学 第 l
制 御 工 学 第 2
法 規 お よ び 管 理
電 波 法 規
電気工学設計製 図
。電気工学実験 第 1
0電気工学 実 験 第 2
0屯気工学実験 第 3
0電気工学実 験 第 4
電 気 工 学 特 論
電 気 工 学 輪 読 I z 




















関 連 科 目
工 業 化 学 概 論 I 3 
金 属 工 学 概 論 I 3 
機 械 工 学 概 論 I 3 
工 業 電 気 化 学 I 4 
応 用 物 埋 学 I z 
工 業 英 語 I 2 
















「｜買を・アルカリ・肥料 I 1 I」を削る。
附 則









































この机HIJ は， 日？I和45.fr- s n 21日 から施行し， 昭和46年4
n i日からj＠）日寸る。
諸 .6.. � 議




























































(2) 昭和 46年度免許法認定講習 （夏季全日制） 実施計画
および講師の推薦について
-10一
昭和46年 4 月 ・ 5 月 号
学 報
第 1 37号
人 事 異 動
現 F首4→ 職 氏 名 異 動 内 何合� 発令年 月 日 発 令 者
松 田 秀 雄 助 教授（ 工 学部 ）に採用 す る 。 46 .  4 . 1 文 部 大 臣
武 田 庄三郎 II （ 教養 部 ） II II II 
世 利 幹 雄 II II II II II 
小 Jll 洋 通 講師 （教育学部） II II 富山大学長
龍 山 智 栄 II （ 工 学部 ） II II II 
小 林 武 彦 II （ 教養 部 ） II II II 
小 坂 光 一 II II II II 
中 越 矩 方 II II I/ II 
松 山鳥 道 夫 II （ 経営短期大学部）に採用する。 II 融持j主主
菊 川 貞 己 助 手 （ II II II II II 
荒 木 莱 教諭（教育 学部 附属 中 学校 ） に 採用す る 。 II 富山大学長
稲 垣 不二男 II II II 
杉 本 み ち 代 II II II 
林 静 生 II II II 
中 谷 隆 一 教諭（教育学部 附属小学校 ） に採用す る 。 II II 
上 山 勉 文部技官（薬学部） に 採用する。 I I  II 
藤 j畢 誇美子 II II II 
袋 谷 賢 官 II （ 工学 部 ） II II II 
茅 野 光 朗 技術員（ II II II II 
舘 喜 美子 II II II II ” 
堀 和 賞 事務員 （ 教養 部 ） II II II 
井
口 右 子 教務補佐員（薬学部 ） II II II 
中 谷 隆 雄 II （工学部） II II II 
鍋 谷 彰 子 事務補佐貝（薬学部） ” II II 
河 上 祥 子 II （工学部） II II II 
島 回 千 春 II II II II II 
辻 i幸 良 夫 II （ 附属図 書館）に 採用する 。 II II 
岩 瀬 チイコ 技能補佐員（庶務部庶務課電話交換手） II II " 
中 田 登志夫 II （ 工 学部） II II II 
助 教 授 松 本 賢 一 教授（ 文理 学部 ） に昇任 き せ る 。 II 文 部 大 臣（ 金 沢 大 学 理 学 部 ）
II 吉 田 l青法 文 学 部 ） II II II II 
II 









欣 教授（教育学部）に昇任させる（教 2円�－ ’ヲE 部） 46. 4 . 1 文部大臣
II 大谷重彦（教 養 部） II （教養部） II II II 
II 藤井昭二II II II II II 助 手 元 治 信 雄 助教授（教育学部）（福井大 学工 学部） ” II II 
講 附i 珠 f久 拓 j台 福島大学助教授（経済学部）に昇任させる（経営短期大 学部） ” II 文 昔日 技 宵 穴回 博 助手（工学部）に昇任させる（工 学 部） II 富山大学長
II 高 橋 義 夫II II II II II （庶課務部庶 務長課） 河 野 喬 名古屋工業大学学生部次長に昇任きせる II 文部大臣
II （ 糊社文 会大 教学部医育特局事 附婦駒 人両務教院 管育理官課謀 ） 里 見 iJL 学生部次長に昇任きせる II II 悩 LlJ 敬 j台 学生課長 ” II II 
II 草 島 幸 雄（庶・務部 人 事 課） 附属図書館 総 務係 長 II II 富山大学長助 教 J主 大牟問 コ←早玄、ー（大阪教育大学） 助教授（文理学部）に配置換する II 文部大臣
II 上 野 英 雄（教 養 部） 金沢大学助教授（教養 部） II II II 
II （教 育 学 部） 力11 藤 龍 夫 横浜国立大学助教授（工学部） II II II 次 長
友 部 ｛告（ 学 生 部） 東京教育大学 学生部次長 II II II 課 tモ 木 村 王子 作（庶 務部人事課） 滋賀大学 庶務課長 II II II 
II （経理部品干照課） :fi井 7じ 岐阜大学経理部主計課長 II II II 
" 
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1丙 ｝＂＼： リl、 薬学部事務長 II II II 
係長） 斉 藤 附 附属図書館受入係長 II II 富山大学長
II 交入係長）
村 川 修 身 II 繋理！係長 II II II 
II ト（よ聖司図綜係長） 本 旧 ず千 彦 II 閲覧係長 II II II 
II 務:flJ!係長） 。'57 w 政 jfl II 薬学専門図書室係長町 II ’i 
II （経旦I[部経瑚d果） 荒 ti. 克 f- 文理学部に配置換する II II 
1’ （経 I斉 ’•￥： 宮［I) HJ ふじえ II II II 
II 
II j!J： 間 忠 夫 教育学部に配置換する II II 
II （学生部 学生課） l麻 生 友 治 経済学部 II II II 














野 じl Fを 庶務部人事課 II II II 
j土 還 弥八郎 教養部作業員 II II II 高島仙次 附属図書館 作業員 II II II 






文部 事 務 官 本 沢 健 二 富山工業高等専門学校に出向させる 46. 4 1 富山大学長（教 育 A寸Uー． 部）
” 若 林 良 吉 文部事務官（学生課）に降任させる（学生部学生課学生会館係長） II II 
II 
草 島 幸 雄 人事係給与主任を免ずる（庶務部人 事課） II II 
II 
本 沢 健 二 学務係学生主任（教 育 学 部） II II II 
II 野 隆 人事係給与主任を命ずる（府、 務部人 事課） 口
II II 
II 山 本 道 弘 司計係予算主任（経理部主計諜） II II II 
事 務 員 五百崎 喜 明 文部事務官に任官させる II II （庶務部 庶務課）
II 
藤 野 広 春（薬 寸，，，ー，. 部）
II II II 
II 山 国 正 芳（附 属 図 書 館） II II ” 
技 布f.f 員 吉 野 義 光 文部技官 II II II （施 吾員又n.. 課）










田 嶋 毅 II II II II 
II 松 下 て る（厚生 課 炊 婦） II II II II 


















子 辞職を承認する 46. 4 3 II 理 学 部）
E力 教 十受 神 保 放 牛 教授（教育学部）に昇任きせる 46. 4 6 文部大 臣（教 育 学 部）
藤 本 明 事務補佐員（薬学部）に採用する 46. 4 7 富山大宇iと
事 務 補 佐 員 早 瀬 富美子 辞職を承認する 46. 4 . 10 II （教 養 部）
臨 事 用 務 員
回 盛 一 校
昭和46年4月10日限り退職した 46. 4 11 II （教 育 学部作業員）
II 
今 村 ます子（教養部 作業 員） II II II 
今 津 藤 教授（教育学部）に採用する 46. 4 16 文部大 臣













） 河 西 美知子 辞職を承認する 46. 4 . 21 富山大学長
教 授 柿 岡 時 正 富山大学評議員に併任する 46. 4 .25 文部大臣II 任期46. 4 . 25～48. 4 .24) 
II 
二 神 5l II II II ” II 
i賓 野 松 男 事務補佐員（学生部学生課）に採用する 46. 4 . 26 (.t;山大学長
中 山 由 紀 II （教養部） II 46. 4 . 27 II 
植 木 信 子 II （文理学部） II 46. 4 . 28 II 
tf 田 紀 子 II （薬学部） II 46. 5 1 II 
中 井 歌 子 臨時用務員（学生部厚生課作業員） II II II 
E力 教 授 平 回 最も 教授（文理学部）に昇任させる II 文部大臣（文 理 学 部）
II 
山 田 正 夫 II （工学部）（工 A寸以一． 部）
II II II 
E力 手 品 川 不二雄 講師（ II II II 富山大学長II 
E力 教 授 野 村 昇 助教授（教育学部）に配置換する II 文部大臣（薬 学 部）
事 務 補 佐 員 二 宮 英 治 技能員（工学部化学技工） II II 富山大学長（文 理 学 部）
ハペげV1よ
昭和46年 4 月 ・ 5 月 号
技 能汽 員
（ 薬 学 部 か ん 土 ）
教 授
（ 教 育 学 部 ）
事 務 補 佐 員







（ 薬 A寸＂： 部 ）
学
報
砂子田 ｛山 吉 施設課汽 か ん 士 に 併任す る任期46 . 1 1 . 19 ま で ）
酒 井 康 彦 議
富 山 大学学生部長
。 （
に 併任 す る 。 富 山 大学評
買 に 併任 す る 任期46. 5 .  9 ～48 . 5 . 8 ) 
笹 木 平 事務補佐 員 （文理学部 ） に 採用 す る
阿 部 俊 夫 助 手 （文理学部 ） に 採用 す る
赤 田 静 子 事務補 佐 員 （庶務部庶務課 ） に 採用 す る
坂 井 洋 子 辞職 を 承認 す る
渡 辺 和 夫 タ イ 国る
公
内（
衆衛生 省医学局 （ パ ン コ ッ ク ） に 派
遣 す 派遣期 間46 . 5 . 30 ～ 46 . 1 2 .  2 )  
中 山 幸 子 辞職 を 承認す る
学 内 諸 報
名誉教授の称号授与 につ い て
昭和46年 3 月 停 年退職 さ れ た 前文理学部教長守屋獅郎氏，
前薬学部教授三橋監物氏， 前薬学部教授 倉 田 軍一氏， 前工
学部教授長 元 亀 久 男 氏， 前教養部教授渡辺義一 氏 の 5 氏 に
対 し ， 昭和46年 4 月 16 日 付 け てv ま た 昭和43年 3 月 停 年 に
に り 退職 さ れ た 元教育学部教授溝上茂夫氏 に 対 し ， 昭和46
年 5 月 21 日 付 け で富 山 大学 名誉教授の 称 号 が贈 ら れ た 。
第137号
46 . 5 . 1 富 山 大学長
46 . 5 .  9 文 部 大 臣
46 . 5 10 富 山 大学長
46 . 5 .  16 II 
46 . 5 . 18 II 
II II 
46 . 5 . 30 文 部 大 臣
46 . 5 31 富 山 大学長
名誉教授
三 橋 監 物
東 京 帝 国 大 学医 学部
薬 学科卒業
名誉教授
守 屋 獅 郎
東京外国語学校本科
英語科卒業
昭和1 1 年 富 山薬学専 門 学校教授， 同 25年 4 月 富 山 大学薬
学部教授 と な り 本年 3 月 停年退職 さ れ る ま で の 35年の 問，
学 内 に あ っ て は 薬学部長， 評議員 と し て 特 に 大学紛争 の 際
は 学長事務代理 と し て 職務 を 全 う き れ る な ど 本学 の 管理運
営 に 尽 力 さ れ た 。 日 本薬学会副 会頭， 評議員， 理事 を 歴任
しその功績に よ り 昭和46年度 日 本薬学会教育功労賞 を受賞 さ れた。
山 形 県 立 長 井 中 学校教諭， 富 山 県立神通 中学校教諭 を 経
て ， 昭和1 0年 7 月 富 山 高 等学校教諭， 同 1 6年 4 月 同 校教授
同25年 3 月 富 山 大学助教授， 同32年 8 月 間教授 と な り 昭和
46年 3 月 停年 に よ り 退職 さ れ る ま で包括学校在職 を 含め 本
学 に 35年 9 カ 月 間 在職 さ れ た 。 こ の 間英語学 を 担 当 し ， 学
生 の 教育 お よ び 英語学研究 に ， ま た 著書お よ び学術論文 も
数 多 く 発表 ， 特 に 三省堂， 研究社 な ど 発行の 英和辞典の 編
纂 に つ い て 執筆， 校 閲 に 尽 力 さ れ， さ ら に 学会に お い て は ，
多年， 日 本英文学会中 部地方 支部富 山 県理事 を つ と め ， 富
山 県 英語教育連絡協議会講師 と し て 地域社会の 英語教育 に
多 大の 貢献 を さ れ た 。
名誉教授
倉 田 軍
東京帝 国 大学 医 学部
薬 学科卒業
昭和 9 年 5 月 富 山薬学専 門学校教授， 同2 6年 3 月 富 山 大
学薬学部助教授， 同36年 3 月 間教授 を 歴任， 37年 の 間衛生
化学 を 担 当， 終始学生の 教育， 指導 に 尽 く す か た わ ら 昭和
36年 6 月 か ら 同40年 5 月 ま で評議員 と し て 本学の 管理運営
に ， ま た 学 界 に お い て は ， 日 本薬学会評議 員 ， 同 北陸支部
幹事 と し て 多 く の 業績 を 残 き れ た 。
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長 元 亀久 男
金沢高等工業学校
機械工学科卒業
多 賀 高等工業学校， 高 岡 工業専 門学校教授 を 歴任 し ， 昭
和25年 4 月 か ら 寓 山 大学工学部教授 と し て 20有余年勤務 し
教育， 術 ’先 の 他 に 昭和39年 4 月 か ら 同44年 5 月 ま で評議員
と し て 本 学 の 管理運営 に 貢献 さ れ る と と も に 学 外 に お い て
は 日 本繊維機械学 会北陸支部長， 精 機 学 会 北 陸 支 部 長 ，
日 本機械学会北陸信越 支部長等 と し て 学術振興 に 寄与 し 昭
和45年 4 月 日 本機械学 会の 名 誉 員 に 推 せ ん さ れ た 。
名誉教授
渡 辺 義
東 北 帝 国 大学理学部
卒業
昭和 6 年 5 月 寓 I ii 師 範学校教諭‘ It.I 9 年 3 月 富 山 高 等学
校教授， ｜日］24 '<F 6 丹 市 山 大γ助 教授， 同33 Iド 2 月 間 教授 と
な り 40 年 間 に わ r リ 教育． 研 究 に 従事， ま た こ の 間 教養部
長， il�＇議員， 納 得 協 議 会 委 員 ， 教養部運営協議会委 員 な ど
の 要械 を 併 任 さ れ， 木下の 官·:f型.J辺j守 に 幾 多 の 業績 を 残 さ れ
た
名誉教授
溝 上 茂 夫
広 島 高 等師範学校
徳育 専 攻科卒業
昭和245\0 3 月 富 山 師 範学校教授 と し て 着任 。
山 口 師 事E学校教諭， 長 ｜制 女 子 師 範学校教諭， 北海道庁学
務課嘱託， 宅 蘭 高 等家政友学校長， 三重師範学校教授 を 経
て 昭和24年 3 月 富 山 師 総学校教授 と し て 着 任， 同 年 6 月 よ
り 兼 ね て 富 山 大学教授， 同25年 4 月 富 山大学教授 と な り ，
昭和43年 3 月 退職 さ れ る ま で の 1 9年 余 の 間， 終始熱心 に 学
生 を 指導 し 教育 き れ， ま た ， 教育学部長， 評議員， 附属学校
長 等 を 歴任 し 本学の 管理運営 に 貢献 さ れ た 。
一方， ヨ ー ロ ッ パ古典教育 学 の 研究 を 続 （t, � 、 わ ゆ る 明 久
遠 の 教育学。 の伝統 を き わ め る と と ．も に ， 青年時代 か ら 思
慕 し て き た ペ ス タ ロ ッ チ の 教育精神 と Y七 国 の 使徒。 と い
わ れ て い る キ リ シ タ ン 大 名 高 山 右近 の 殉教的精神 の 顕揚 に










薬学部和漢薬研究施設生物試験部 門渡辺和夫教授 は ，
タ イ 国 の 要請 に よ り 派遣職員 と し て 海外技術協力 事業団
( O T C A ） を 経 て 次の と お り 派遣 さ れ た 。
派 遣 先 タ イ 国 公衆衛生省 医学局
派遣 目 的 タ イ 薬品研究所 プ ロ ジ ェ ク ト に よ る 専 門 家
と し て 生 薬 の 指導 に あ た る た め 。
派遣 期 間 昭和46年 5 月3 0 ～ 同46年 1 2 月 2 日
学 位 取 得 者
取 得 指 教養部 教授 二神 弘
取 得 ’＇［： f立 �学博士 （ 東京大学）
取 得 年 月 日 昭和46年 4 月 1 2 日
γ ii／. 論 文 ア メ リ カ 合 衆 悶 に お け る 都市化現象 の 特
性 と 都市化地域 に お け る 黒 人 の 空間構成
の 研究
叙 位 叙 勲
工学部教授 故 近 藤正 男
正六位 に 叙 す
昭和46年 3 月 8 日 内 閣
教育学部教授 故神保放牛
正 四 位 に 叙 し 勲 三等瑞宝章 を 授 け る
昭和46年 4 月 6 日 内 閣
富 山 大学名 誉教授 柏木忠夫 氏 に 叙勲
昭和40年 3 月 停年退職 さ れ た 本学名 誉教授植木忠夫氏
は ， 昭和46年度春の 叙勲 者 と し て 5 月 1 2 日 国立劇場 に て
勲 3 等旭 日 中綬章 が伝達 き れ た 。
北陸地区大学奨 学生事務協議会
日 本育英会主催北陸地区大学奨学生事務協議会 は， 本学
の 当 番 に よ り 北陸 に 所在 す る 国 立， 公立， 私 立 の 大学 お よ
び短大 の 1 3大学 よ り 50数名 が参加 し て 5 月 7 日 本部， 経済
学部の 両 会議室 で開催 さ れ た 。
戸hd




こ の 会 は ， 毎年地区毎 に 行 な わ れ福井， 金沢， 富 山 の 3
大学が交替 に 当 番 し て い る も の で， 会 議 内 容 は 日 本 育 英 ｜ 学生部次長 里見 弘
会 か ら 関係係官 が出 席 し 各大学の 奨学事務 の 関係職員 に 育
英会の 趣 旨 お よ び 改正点 な ど の 説明 と 笑際の 事務 に つ い て
質疑応答 を 行 な っ て い る も の で あ る 。
言
ト 報
教育学部神保放牛教授 は ， 療 養 中 の と こ ろ 肺癌 の た め，
昭和46年 4 月 6 日 富 山 市 民病 院 で逝去 さ れ た 。
こ こ に ， 護 ん で， 哀悼の 意 を 表 し ま す 。
同 氏 は ， 昭和11年 3 月 富 山 県立 氷 見 中 学校教諭心得 と し
て 奉職以来， 富 山 県立 富山 高等女学校， 富 山 師範学校 を 経
て 富 山 大学 に 勤務 き れ る 間， 実 に 35年有余 に 及 び， 教育者
と し て 終始懇篤 な る 温情 を も ち ， 孜 々 と し て 教 員養 成 に 努
め ， 幾 多 の 英オ を 育成 さ れ た 。
ま た ， 国語学 お よ び国語科教育の進展 に 多 大 の 功績 を 残
し ， 豊 か な 成果 を 挙げ ら れ 昭和46年 4 月 6 日 付 で正 四位
に 叙 せ ら れ． 勲 三等瑞賓章 を 授与 さ れ た 。
同 氏 の 略歴 は 次の と お り 。
昭和 1 1 年 3 月 京都帝国大学文学部卒業
II II 富 山 県立氷 見 中 学校教諭心得
I I  5 月 同校 教 諭
15年 8 月 富 山 県立 富 山 高 等女学校教諭兼
富 山 県女子師範学校教諭




26年 3 月 富 山 大学教育学部助 教授
46年 4 月 同 教授




課 長 伊部 一俊
事務補 佐 員 赤 田 静子
技能補佐員 岩瀬チ イ コ
庶務部人事課
課 長 井上 英世
経理部経理課
課 長 野村 学
学生部学生課
課 長 福 山 敬 治
事務補佐員 漬野 松 男
学生部厚生課
臨 時 用 務 員 中井 歌子
文理学部
教 授 松本 賢 一
II 吉 田 清
助 教 授 大牟 田 章
助 手 阿部 俊夫
文 部 技 官 小松美英子
事務補佐員 植木 信子
II 笹 木 平
教育学部
教 授 今津 藤一
助 教 授 元治 信雄
講 師 小川 洋通
教 諭 荒木 菜
II 稲垣不二男







文 部 技 官 上山 勉
II 藤津寿美子
事務補佐員 鍋 谷 彰子
II 藤本 明
II 吉 田 紀子
教務補佐員 井 口 右子
工学部
助 教 授 松 田 秀雄
講 師 龍 山 智祭
文 部 技 官 袋 谷 賢 吉
技 術 員 茅 野 光朗
II 舘 喜美子
事務補佐 員 河上 祥子
II 島 田 千春
教務補佐員 中 谷 隆雄
投能補佐 員 中 田 登志夫
教饗部
助 教 授 武 田 庄三郎
II 世利 幹雄
CU 句EA




講 師 小林 武彦 教 授 横山 文雄
II 小坂 光一
助 教 授 世利 幹雄
II 中 越 矩方
事 務 員 堀 和実 事務補佐 員 永 原 紀子
事務 補 佐 員 中山 由 紀 附属図書館
附属図書館 事務 補 佐 員 吉 田 順子





E力 手 菊 川 貞 己
助 手 菊 川 貞 己
〈改 姓〉
庶務部庶務課
事務補佐 貝 坂井 洋子 （旧 姓 ・ 林 ）
経理部主計課
事務補佐 員 五十嵐仁子 （旧 姓 ・ 高尾 ）
薬学部
助 手 木村 郁子 （旧 姓 ・ 室 ）
文部 技 官 中山 幸子 （旧 姓 ・ 堀 ）
教養部




主 要 日 誌
｜ 本 部 ｜
諭 久米 敏雄
4 月 1 日 第 1 回 評議会
2 日 昭和46年度 入 学者合格発表
6 ～ 9 日 入 学手続
7 日 北陸地区 大学奨 学生 事務 協議会
9 日 部局 長 会議
理 学専 攻科入学者選抜試験
1 0 ～ 1 1 日 北信越学生 弓 道 大会 （於 富 山 大学 ）
1 2 日 昭和46年度 入 学式 （於黒 田 講堂 ）
1 3 ～ 1 5 日 新 入 学生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
1 5 日 昭和46年度富山大学 大学 院 入 学 式
第 1 回補導協議会
1 6 日 第 2 回 評議会
19 日 施設繋備委 員会
第 3 回 評議会
富 山 大学大学改革準備委 員会
22 日 第 2 回補導協議会。 富山大学公務 員宿舎委 員会
23 日 理 学専 攻科入学式
第 4 回 評議会
富山大学評議会 ・ 協議会 規 則 検討小委 員会
第 39 回 東海北陸地 区 国 立学校等会計部課長 会議
（於金沢 大学）
26 日 富山大学大学改革 準備委 員会
27 日 第 3 回補導協議会 （持廻 り ）
5 月 2 ～ 3 日 春季北信越 学生卓球選手権 大会 （於 富 山 大
学）
文理学部
教 授 小林 貞 作









文部 技 官 浅水 哲也
事務補佐 員 津野 康子
工学部
教 授 白 鳥
助 手 伊藤 紀 男
文部事務官 真 田 剛
弓t噌EA
昭和46年 4 月 ・ 5 月 学
10 日 第 1 回 富 山 大学大学改革準備委員 会 第 1 専 門 委
員 会
1 1 日 第 3 回 東海北陸地 区 国 立 大学事務局長会議 （ 於
名 古屋大学 ）
1 2 ～ 1 3 日 第16回東海北陸地 区 国 立 大学長会議 （ 於 名 古屋
大学）
13 日 X 線問機撮影
14～ 1 5 日 第40 回東海北陸地区 国 立 大学学生部課長会議
（於三重大学）
17 日 第 2 固富 山大学大学改革準備委員会第 l 専門委員 会
富 山 大学 名 誉教授称号記授与式
20 日 第 4 回 補導協議会
21 日 第 5 回評議会
昭和46年 度 国立大学事務 局 長 会議 （ 於国立教育
会館 ）
中 部地区学生補導厚生研究 会 第1 5回総会 （ 於 名
古屋大学 ）
22 日 昭和46年度富 山 大学科学教育研究三入室式
24 日 第 3 図 富 山 大学大学改革準備委員 会 第 l 専 門 委
員 会
25 日 昭和47年度大学入学者選抜実施要項説明 会 （ 於
名 古屋大学 ）
27 日 昭和46年度 第 1 回 富 山 大学認定講習委 員 会
27 ～ 28 日 国立学校 お よ び所轄機関等庶務部課長会議 （ 於
一橋講堂 ）
27 ～ 6 月 3 日 大学祭
31 日 第14回 全 国 国 立大学学生部次長協議会 （於埼玉
大学 ）
31 ～ 6 月 1 日 昭和46年度国 立学校会計部課長 会議 （於東
京農林年 金会館 ）
文 理 学 部 l




9 日 理学専攻科 入学者選抜学 力 試験
12 B 理学科45年度後学期残 り 授業開始
14 日 教授会
人事教授会







26 日 理学科 （ 3 年次） 前学期授業開始





5 月 1 1 日 X 線間接撮影
12 日 教授会
人 事教授会
15 日 理学科 （ 旧 3 年 次 ） 45年 度 後期 残 り 授業終了
20 ～ 2 1 日 第 l 回 13大学 人文系学部長会議 （ 於 山 口 大学 ）
26 日 文学科教官会議
文 学科懇話会
学部 レ ク リ エ ー シ ョ ン 委員 会委員 と 真率会役員
の 合同 委 員 会
｜教育 学 部 ｜｜




附 属 中 学校始業式
6 日 人 事教授会
附属小学校 入学式
附 属 中 学校 入学式




9 日 ～ 1 0 日 日 教協， 北陸地区 第 二部会家庭科研究協議会
（ 於新潟大学長 岡分校 ）
10 日 附属幼稚園 入 図 式
13 日 補 導委 員 会
人 事教授会
14 日 学部 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
教育実習打合せ会
20 日 予 算 委 員 会




26 日 補 導委 員 会
28 日 教務委員 会
5 月 7 ～ 8 日 日 教協， 第一部会 （ 於熱海， 富 士 屋 ホ テ ル ）
。。
昭和46年4月 ・ 5 月 号 学 報 第137号
10 日 教育実 習 委 員 会 第 10回教務委員 会
特別 教職課程委員 会 20 日 第 2 回 学部職業補導委 員 会
1 1 ～ 1 2 日 日 教協， 北陸地区評議員 会 （ 於 金 沢大学 ） 21 日 第 3 回 人事教授会
12 日 学生健康診断 （ X 線 間接撮影 ） 22 日 第 1 1 回教務委員 会
附属小学校春の 遠 足
13 日 補導委員 会
薬 学 部 ｜富 山 市 中 学校春季総合体育大会
14 日 職業補導 委 員 会 4 月 1 日 教授会
17～ 18 日 北陸地区教員 養成学部事務長協議会 （ 於新潟大 7 ～ 9 日 日 本薬学会第91年会 （ 於 福 岡 大学 ）
学長 岡 分校 ） 13 日 教務委 員 会
1 8 日 附属学校運営委員 会 共 同 利 用 研究施設装 置 管理運営委員 会
19 日 教務委 員 会 14 日 教授会
教授会 人 事教授会
附属 中学校教育実 習 （27 日 ま で ） 学部 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
20 日 予算委 員 会 1 5 日 学部前期授業開始
21 日 緊急教授会 16 日 大学院薬学研究科 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
26 日 教務 ・ 補導合 同 委 員 会 19 日 大学院前期授業開始
補導委員会 20 日 教授会
教授会 21 日 特別講演会 （ 日 本薬剤師会会長 ）
26～ 28 日 X 線間接撮影 （ 附小， 中 ， 幼 ） 23 日 教務委 員 会
26 日 学部図書委 員 会
経 済 学 部 28 日 教授会人 事教授会
4 月 1 日 第 1 回 教授会 （ 臨 時 ） 薬学研究科委 員 会
第 1 回 教務委 員 会 5月 6 日 教務委 員 会
6 日 第 2 回 教務委 員 会 7 日 教授会
7 日 第 2 回 教授会 人事教授会
8 日 第 3 回教務委 員 会 薬学研究科委 員 会
14 日 第 3 回 教授会 （ 臨 時 ） 12 日 人事教授会
第 4 回教務委 員 会 1 3 ～ 1 5 日 全国， 国 ・ 公 ・ 私立薬学 （ 部 ・ 科 ） 長 会 議 （ 於
学部 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 京都大学 ）
健康診断 14 日 X 線間接撮影
15 日 学部学生相談 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 1 7 日 学部図書委 員 会
21 日 第 4 回 教授会 教務委 員 会
第 5 回教務委員会 19 日 教授会
28 日 第 5 回 教授会 （ 臨 時 ） 26 日 教授会
第 6 回 教務委員 会 人 事教授会
30 日 第 l 回 人事教授会 薬学研究科委員 会
第 7 回教務委 員 会
5 月 6 日 第 8 回教務委 員 会 ｜ 工 学 部 ｜12 日 第 6 回 教授会 （ 臨 時 ）
第 2 回 人事教授会 4 月 1 日 一般教授会
13 日 X 線間接撮影 専任教授会
14 日 第 9 回 教務委員 会 10 日 一般教授会
1 7 日 第 1 回 学部職業補導委員会 工学部将来計画委員 会
1 9 日 第 7 回 教授会 13 日 一般教授会
一 19 -





26 日 工学研究科委員 会
28 日 X 線間接撮影
5 月 7 日 工学研究科委 員 会
専任教授会
15 日 一般教授会
26 日 工学研究科委 員 会
27 日 学部建築委員 会
養 部 ｜｜
4 月 1 日 教務委員 会
12 日 教授会
1 3 日 新入学生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
1 4 日 教授の み の 教授会
昭和45年度後学期 残 り 授業開始
19～24 日 昭和45年度後学期期末試験
26 日 前学期授業開始
27 日 教授の み の 教授会 （ 持廻 り ）
5 月 12 日 教授会
19 日 教授の み の 教授会
教授会
24 日 教授会
25 日 全 国 国立大学教養（場部事務協議会 （ 於新潟大学 ）
26～27 日 全 国 国 立大学教養倖）部長会議 （ 於新潟大学 ）
同居図 書館 ｜
4 月 1 3 日 時 間 外 開館開始
16 日 附属図 書館 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
26 日 事務打合せ会
27 日 事務打合せ会
5 月 6 ～ 7 日 第21 回北信地 区 国 立大学図書館協議会 （ 於
富 山 県民会館 ）
1 3 日 X 線間接撮影
事務打合せ会
｜ 経営短期大学部 ｜
4 月 1 2 日 昭和46年度入学式 （ 於 黒 田 講堂 ）
新 入学生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
新入学生歓迎会
13 日 授業開始
1 5 日 教授会
報 第 137 号
5 月 6 日 授業料減免選考委 員 会
13 日 教授会
21 日 定期健康診断
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市五福 3 1 9 0 
印刷所 株式会社 巧 ナ 令
富 山 市新桜町 2 -22 
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